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レタス種 根腐病菌レース１及びレース２抵抗性 特性調査マニュアル 
 
レタス根腐病は，Fusarium oxysporum f. sp. lactucae によって引き起こされる土壌伝染性病害

であり、現在国内ではレース１，２，３の３レースに分化し、国内各地のレタス類栽培におい

て発生している。発病株の残渣に形成された胞子が土壌に残存し、伝染源となる。病原菌は根

から感染し、導管を侵すことで下葉から黄化、萎凋し、進行すると株全体が萎凋して枯死す

る。軽症株も外葉から黄化、萎凋し、結球不良となる。本病の発生は高温期に多いが、それ以

外の時期でも進行は緩慢だが発病する可能性がある。 
 
１．準備する器具及び試薬等 
 
（１）主な器具等 

 
植物の育成：ポリポット（径6cm）、培養土、農業用ビニールフィルム、ピンセット、自記

温度記録計、イレクターベンチ、電照器具、園芸用ラベル、シャーレ、ろ紙 
病原菌の培養：クリーンベンチ、インキュベーター、電子天秤、ガラス器具類、白金鈎、コ

ルクボーラー（径5mm）、滅菌シャーレ（径9cm）、ふすま、バーミキュラ

イト細粒、培養用容器（菌床バッグ、マヨネーズ瓶等）、PSA培地又はPDA 
培地、選択培地（Fo-G2 培地等）又は2％素寒天培地 

接種源の調製：オートクレーブバッグ 
廃棄及び清掃：オートクレーブ、エタノール、次亜塩素酸塩（ナトリウム・カルシウム）、

紙ワイパー 
 

（２）培地 
 
① PDA培地、PSA培地 

市販の調製済み培地を用い、その処方に従って調製する。 
② ふすま用土培地 

ふすま、バーミキュライト（細粒）を体積比1:1の比率で混ぜ、混合物 100mL 当た

り20～50mLの2％グルコース水溶液を加えてよく混合する。培地の水分量は、培地を

軽く握って手を開いた時、手のひらの上で緩やかに崩れる位に調製する。培地を培

養容器に入れ、間欠滅菌（100～105℃で 20～30 分間の滅菌を連続した2日に分けて2回
行う）か、121℃で 1.5 時間、滅菌する。 

 
２．対象病害 

レタス根腐病菌（Fusarium oxysporum f.sp. lactucae，レース１，レース２）を供試する。

種苗管理センターではレース１は「SB1-1」株（MAFF 番号：244120）、レース２は

「F9501」株（MAFF 番号：244121）を供試しているが、他の菌株を用いても良い。農研

機構遺伝資源研究センター農業生物資源ジーンバンクから入手することができる。な

お、試験を行う前に標準品種・基準品種等を用いて供試菌株の病原性を確認する。 
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 ３．供試品種及び供試個体数 
（１）標準品種 

 
 レース１ レース２ 
罹病性 パトリオット 

晩抽レッドファイヤー 
ウォルドマンズグリーン 

パトリオット 
サリナス８８ 
コスタリカ４号 

中度抵抗性 サリナス８８   
高度抵抗性 コスタリカ４号 

Vレタス 
ウォルドマンズグリーン 
晩抽レッドファイヤー 

   ※斜字体は基準品種 
 

（２）最低供試個体数 
接種区：30 個体、無接種区：10 個体 

 
（３）反復 

2反復（1反復当たり 接種区：15個体以上、無接種区5個体以上） 
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 ４．調査方法 
 
 

 
 
 
（１）接種源の調製 

供試菌株をPDA培地等で25℃、7～10日間培養する。その後、ふすま用土培地に PDA 
培地等で培養した菌そう片（5 mm 程度の寒天片）を接種する。菌そう片は、ふすま用土

培地 100～200mL 当たり7 切片程度とする。接種後、菌糸が培地全体に蔓延するまで、約 
25℃で7～10 日間培養する。 
  

※接種源の状態 
菌糸がふすま用土培地全体に蔓延した状態になったものを接種源として供試する。 

 
 

    
  

1-2日 20～30日

20℃ 20-28℃

病土
作成

ふすま用土
培地25℃

7-10日 7-10日

25℃

催芽
接種
試験

接種源
増殖

PDA
培地

調査
接種
(播種)
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 各発病評点の発病程度は以下の写真を参考に評価する。

 
 

評点０：無病徴 

 
 

評点１：軽度発育阻害、成長抑制 
下位葉（子葉、第一・第二本葉等）に黄化や萎凋が発生 
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評点２：重度発育阻害 
中位葉付近にも黄化や萎凋が発生 
病徴や成長抑制があり、評点１・評点３に判定できないもの 

 
 

評点３：枯死 
生長点付近に萎凋等の病徴が確認できれば、枯死と判定。 
接種後一週間以内の枯死は根腐病菌以外が原因である可能性に留意する。 
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５．評価方法 
（１）調査結果の整理 

発病個体率及び発病指数について以下のようにとりまとめる。 
 

表  調査結果 

 
 
（２）特性評価 

標準・基準品種の発病指数と比較し、階級値設定を作成して抵抗性程度を判定する。 
 

（３）病原菌の確認 
調査終了後、発病が確認された個体の罹病部位から小組織片（厚さ3～5mm 程度）を切

り出し、70％アルコールにて1 分間表面殺菌後、選択培地（Fo-G2 培地等）に置床する。

25℃、明期12 時間－暗期12 時間の条件で10 日間程度培養し、培地上で形成された菌糸を

観察してF. oxysporum であることを確認する。もしくは表面殺菌を行った小組織片を素寒

天培地上に置床し、25℃で7 日間程度培養、培地上で形成された分生子等の形態を観察

し、F.oxysporum であることを確認する。また、カーネーションリーフ培地を用いた培養で

あれば大型分生子が形成され、詳細な確認が可能である。 
 
６．注意事項 

病原菌の飛散防止に留意して試験を実施し、試験終了後は供試株等を滅菌し、処分す

る。 
 
  

0 1 2 3

出願品種

対照品種

標準品種等

品種名
調査

個体数

発病評点別個体数 発病個体率

（％）
発病指数
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